
































































学教育・心理学部 Kεnesbaev Serik 
(r〕εdedu@kaznpu.kz)
3/17 ②第 1番アルマティ カレッジ長
1立カザフ人文 Zhunusaliev Zhanbolat・ 
教育カレ yジ ω巴clkoll@rnail.ru)
③ナザルパエフ主lfl守 校長
学校（化学・生物 Alibaveva Baklwt 
学深化学習） (info@hbalm.nis.eclu.kz) 
3/18 ③国立教員研修所 所長・
Makatova Zhansaule 
I (info@ripkso.kz) 
-97-
2）カザフスタンの大学教員の研修
2016i1ミ6 ）~ のカザ、フス夕ンの大！学教員を対A象
とした教員荷iイ1
jfiI機構 Or局kenietの1t＜：頼を受けて、筑波大学グ
ローバル教師力開発推進室が教育学専攻の教員
らの協力を得て、 I日本の生涯教育iltJ度の伝統と
というテーマで実施したものである。当
研修参加者はカザフ罰立芸術大学、カザフ｜詔立
カザフ自立交通－通信アカデミーな
ど、 トップ。大学の管理職、教授ら10名であり、
カザフスタン教育科学省の推薦を受けて研修に
参加した。
研修参加者は、筑波大学執行役員・徳永保に
よる大学の法人化－産学連携に関する
教育学域の教授・藤田晃之による日本の生涯学
習制度、教授・藤井穂高による高等教育制度・
政策に関する講義をJP＆；詳し、つくば市の竹園東
ノトr:j=i学校、筑波技術大学、
局を訪問・見学し、日本の生涯にわたる教育に
l到する知識を深めた。さらに、研修参加者のwi:
究分野に近い筑波大学の他研究科の研究室を見
筑波大学で、教員研修を受けた
カザフスタンの大学教員らと
グローパル教師力開発tftj主主－吉rn武男
学し、交流を行った。カザフスタンfl!IJが筑波大
学の教育学研究・実践を高く許制し、このよう
な研鯵の受け入れが今後とも続くことに期待を
示した。
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